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前月比

男 23，611 (-4) 
!J: 26，263 ¥， (ー 3) 
計 49，874 i (ー 7) 

世帯数 16，538 (-14) 
(10月31日税在 住民基本台帳)
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原市の財薮婆 
平成3年度決算の状況） 

平成4年度 	（平成 4年 9月30日現在） 

―般会計歳入歳出予算執行状況 	一 

歳入歳出予算額 184億4,473万6千円 ら己 

（繰越明許・逓次繰越含む） 
67. 

市の財政がどのように運営され、 どのよ 

うな状況にあるかをお知らせします。 

五所川原市長 佐々木策造 

今回は、平成 4 年度予算の執行状況と、平成 

3年度決算の状況をおしらせします。 

こ
の
部
分
は
収
入
率
で
す
。
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 税
 

目
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歳 入 

収入済額 83億8,019万2千円 

収入率 45.4% 
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収 
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メ、 

分
担
金
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び
負
担
金
 

県
 
支
 
出
 
金
 

税
 

税 	 費 費 費 費 費 費 

民 教 土 

生 育 木 債 生 

公 農
林
水

産
業

費
 

消 商 

防 工 

費 費 

災
害

復
旧
費

他
 

国
 庫
 
支
 出
 

平成3年度 ー般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
歳 	フ、 	区 	分 収 入 済 額 構成上u殉 歳 出 区 分 支 出 済 額 構成比｛殉 

市 	 税 37イ意9,211万8千円 22.3 議 会 費 1億9,068万7千円 1.1 
地 方 譲 与 税 引意1,230万2千円 1.8 総 務 費 24億7,655万5千一円 14.9 
利 子 割 交 イ寸 金 1億3,386万8千円 0.8 民 生 費 38億6,230万5千一円 23.2 
特別地方消費税交右十金 319万円 0.0 衛 生 費 12億7,836万円 7.7 
自動車取得税交イ寸金 H意29万円 0.6 労 」動 費 H意3,125万9千・円 0.8 
地 方 交 付 税 57億5,853万5千円 33 . 9 農 林 水 産 業 費 8億5,491万8千円 5.1 
交通安全対策特別交右f金 1,311万5千円 0.1 商 工 費 4億1,543万2千円 2.5 
分担金及 び負担金 41意4,789万1千円 2.6 土 木 費 261意4,336万9千一円 15.9 
使用 料及 び手 数’B十 2億6,452万8千円 1.6 消 防 費 刀意6,578万2二千「月 4.6 
国 庫 支 出 金 28億5,993方7千円 16.8 教 育 費 21イ意7,271万2千・円 13.1 
県 	支 	出 	金 引意9,805万円 4.1 災 害 復 「日 費 2億6,692万2千一円 1.6 
財 	産 	収 	フ、 H意1,763万5千円 0.7 公 債 費 151意6,045万9千・円 9.4 
寄 	附 	金 53万5千円 0.0 諸 支 出 金 2,340万5千円 0.1 
繰 	フ、 	金 5億5.957万円 3.3 予 備 費 

繰 	越 	金 H意5,184万8千一円 0.9 
諸 	収 	フ、、 7億8,894万9千円 4.7 

市 	 債 馴意9,100万円 5.8 

合 	 計 169億9.336万1千・円 100.0 合 計 1661意4,216万5千一P1 100.0 

平成3年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
会 計 区 分 収 	フ、 	済 額 支 出 済 額 

国民健康保険事業勘定 37億6,913万2 千一円 35億8,196万7 F-円 

老 	人 	保 	イ建 23億4,119万円 23億5,445万6 千円 

高 等 看 護 学 院 6,386万 1 千・円 6,386万 19二円 

長者森平和公園造成事業 341万3千一円 313万8sf-円 

下 	水 	道 	事 	業 16億7,038万 7 千円 16億3,152万5千円 

農 業 集 落 排 水 事 業 2億7,954万2千円 2 億7,954万 2千円 

2 

市の財政がどのように運営され、 どのよ

うな状況にあるかをお安日らせします。

五所川原市長 佐々木鍛造
重翠重嚢麗襲

平成3年度決算の状況 〉 今回は、平成 4年度予算の執行状況と、平成

3年度決算の状況をおしらせします。

平成4年度 (平成4年 9月30日現在)

一般会計歳入歳出予算執行状況

歳入歳出予算額 184億4，473万6千円

(繰越明許・逓次繰越含む)
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40.1% 

歳

支出済額

支出 率

入

83億8，019万2千円

45.4% 

歳

収入済額

収入率

口

こ
の
部
分
は
収
入
率
で
す
。

災

害

復

旧

費

他

商Y肖農

林

水

産

業

費

待?公総土教民地

方

交

付

税

市国

庫

支

出

金

市5者県分
拘
盃
及
び
負
拘
盃

繰地

方

議

与

税

使
用
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び
手
数
料
他

工防生f貴務木育生W< 
支

出
入

費費資費費費強税f貴入金金 費

歳 入 区 分 収入済額 構成比例 歳 出 l玄 分 支 出済額 構成比例)

市 干'll 37億 9，211万8千円 22.3 言義 JヱCコ込ミ 費 1億 9，068万 7千 円 l.1 

士也 方 議 与 干'll 3i意1，230万 2千円 l.8 まま 務 費 24億 7，655万 5千 円 14.9 

利 子 割交付金 H意3，386万 8千円 0.8 民 生 費 38億 6，230万 5千 円 23.2 

特別地方消費税交 付金 319万円 0.0 f章f 生 費 12イ意7，836万 円 7.7 

自 動車取得税交付金 1億 29万円 0.6 労 働 費 H意3，125万 9千 円 0.8 

士也 方 ヲx‘ 付一 干% 57億 5，853万 5千円 33.9 農林水産業費 8f;意5，491万 8千 円 5.1 

交通安全対策特別交付金 1，311万 5千円 0.1 商 工 費 4fj菅n，543万 2千 円 2.5 

分担金及び負担金 4億 4，789万 1千円 2.6 土 木 費 26fj意4，336万 9千 円 15.9 

使用料及び手数料 2億 6，452万8千円 l.6 t肖 防 費 7億 6，578万 2千 円 4.6 

国 庫 支 出 金 28億 5，993<万 7千円 16.8 数 育 費 21億 7，27l万2千 円 13.1 

県 支 出 金 6i意9，805万円 4.1 災 害 復 I日 費 2i意6，692万 2千 円 l.6 

財ー 産 JjJl 入 H意1，763万 5千円 0.7 公 f責 費 15億 6，045万 9千 円 9.4 

寄 ~ft 金 53万 5千円 0.0 Z者 支 出 金 2，340万 5千 円 0.1 

繰 入 金 5i意5，957万円 3.3 予 f積 費

繰 越 金 1億 5，184万8千円 0.9 

言者 JjJl 入 7i曹、8，894万 9千円 4.7 

市 イ責 9f.意9，100万円 5.8 

-fr 員十 169億 9，336万 1千円 100.0 -fr 百十 166億 4，216万 5千 円 100.0 

(見込み)一般会計歳入歳出決算の状況平成3年度

特別会計歳入歳出決算の状況 (見込み)
-j合2ミ、 言十 区 ヨ:r JjJl 入 r斉 害頁 支 出 f斉 査頁

国民 健康保険事業勘定 3 7倦 6，9 1 3万 2千 円 35i怠 8，196万 7千 円

老 人 f呆 健 23i意 4，11 9万 円 23i意 5，445万 6千 円

品 等 看 言蔓 ι 弓子 F完 6，386万 l千 円 6，386万 l千 円

長者森平和公園造成事業 341万 3千 円 3 13万 8千 円

下 水 道 事 業 1 6億 7，038万 7千 円 1 6億 3，152万 5千 円

農業集洛排水事業 2億 7，954万 2千 円 2億 7，954万 2千 円

平成3年度

2 



（平成 4 年 9 月30日現在） 	1 世帯当り一67万4,065円 

中小企業退職金共済事業団 

1億802万円（1.0%) 

市債の状況 Iハ ’一 ’1ノ、 ‘ノレ 市民1人当り一22万3,675円 

青森県市町村職員共済組合 

1億6,127万8千円a.5%) 

青森県 

4億765万5千円（3.7%) 

青森県市町村振興協会他 
1億9,413万7千円（1.7%) 

公営企業 
金融公庫 

24億2.482万 

3千円 

(21.7%) 

借入 
総額 

111億5.712万4千円 

大蔵省 

43億1.60，万 

2千円 

( 38.7%) 

郵政省 
25億8.077万6千円 

(23.1%) 

消防債 

1億7.945万7 千円（」一6%) 

災害復旧債 

2億2,776万4千円（2.0%) 

民生債 

4億4,707万1千円（4.0%) 

総務債 

5億4,283万7千円（4.9%) 

農林 
水産業債 

鳴8,09P1留2%) 

衛生債 

1億1,752万円（1,0%) 

労働債他 

1億9.63 1万円（1.8%) 

目 的別 	土木債 

総額 	57億5.24I早円 
111億5,712万4千円 

市税の負担状況市民i人当り一 7万3,593円 
巨皿「i、，4fEq 日マn口モ目カn 	l世帯当り一22万1,780円 

軽自動車税他 

4.376万円 

(4.447万2千円 101.6%) 

36億7,089万5千円 

(24億3.576万 

9千円 66.4%) 

(11億5.920万3千円 

76.3%) 

平成4年度予算執行状況と 

平成4年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

（平成 4 年 9 月30日現在） 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 ’会声 支出済額 驚’ 

国民健康保険事業勘定 
36億 

&874万6千円 
13億 

2,066万2千円 
36.0 13億 

3,142万2千円 
36.3 

老 	人 	保 	健 
24億 

4,655万4千円 

1)）億 

2,103万5千円 
41.7 

10億 

6,299万2千円 
43.4 

高 等 看 護 学 院 6,556万円 132万4千円 2.0 2,814万5千円 42.9 

長者森平和公園造成事業 309万8千円 277万2千円 89.5 170万1千円 54.9 

下 水 道 事 業 
14億 
3,725万5千円 

9,492万2千円 6.6 
4億 

5,590万1千円 
31.7 

農業集落排水事業 
3億 

3,685万2千円 
109万3千円 0.3 3,767万5千円 

市 有 財 産 の 状 況 

（平成 4 年 9 月30日現在） 

土 	 ， 	埋l 3,431,962rd 

うち 山 	林 191 ,246m' 

建 	 物 201 ,084n 

有 	価 	証 	券 14,037千円 

出 資 に よ る 権 利 81,985千円 

自 	動 	車 135台 

債 	 権 0千円 

五所川原市土地開発基金 242,665千円 

五所川原市財政調整基金 126,990千円 

五所川原市特別導入基金 2,089千円 

国民健康保険財政調整基金 85,000千円 

減 	債 	基 	金 461,831千円 

』、る さ と 創 生 基 金 176,925千円 

五所川原市水田農業確立持別対策基金 20,609千円 

五所川原市地域福祉基金 60,000千円 

動 	 物 （牛） 96頭 

―時借入金残高の状況 

月（末） 金 	 額 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

8 0 

9 0 

固定資産税 
15億1,835万 

, 

, 

3 

市民税 

16億2.819万 

2千円 

(9億6,753万 

2千円 59.4%) 

注
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書
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（平成4 年 9 月30日現在） 

都市計画税 

1億1 .988万3千円 

( 7.814万5千円 65.2%) 

市民 l人当り -22万3，675円
l世帯当り・67万4，065円

市債の状況
(平成 4年 9月30日現在)

〈平成4年度予算執行状況と

平成4年度特別会計歳入歳出予算の執行状況

(平成 4年 9月30日現在)

会計 区 分 予算現額 収入済額 収(入%車) 支出済額 号車F
国民健康保険事業勘定

36憶 13億
36.0 

131意
36.3 6，874万6千円 2，066万2千円 3，142万2千円

老 人 保
24傭 l例車

41.7 
10億

43.4 健 4，655万4千円 2，103万5千円 6，299万2千円

高等看護学院 6，556万円 132万4千円 2.0 2，814万5千円 42.9 

長者轟平和公園造成事業 309万8千円 277万2千円 89.5 170万l千円 54.9 

下水道事業
14憾

9，492万2千円 6.6 
41車

31.7 3，725万5千円 5，590万1干円

農業集落排水事業
3u車

109万3千円 0.3 3，767万5千円 11.2 3，685万2千円

中小企業退職金共済事業I.~
11.s802Ji円(1.0%)

，'/森県市町村振興協会他

Ifs9.413万7千円(1.7%)

郵政"/i

25@8.077Ji6干['1
(23.1%) 

土 土也 3，431 ，962m' 

うち 山 林 191 ，246m' 

建 物 201，084m' 

有 {面 託 券 14，037千円

出 資による権利 81，985千円

自 動 車 135台

{責 権 0千円

五所川 原市土地 開発基金 242，665千円

五 所川 原市財政調整基金 126，990千円

五 所川 原市特別導入基金 2，089千円

国民健康保険財政調整基金 85，000千円

減 f責 基 金 461，831千円

ふるさと創生基金 176，925千円

五所川原市水田農業確立特別対策基金 20，609千円

五 所川 原 市地 域福祉基金 60，000千円

間J 物(牛) 96頭

況有財産の状

(平成 4年 9月30日現在)

市
衛生償

l l.tH. 7527iPI (1 .0%) 

労働憤他

Ifft9.631万円(1.8%)

市民 l人当り・ 7万3，593円
l世帯当り -22万1，780円

軽自動'11税他

4.3761iPI 
(4.4471;2千円 101.6%)

市税の負担状況
(平成 4年 9月30日現在)

一時借入金残高の状況

月(末) 金 審員

4 。
5 。
6 。
7 。
8 。
9 。

i主

)舎
は
収
入
済
額
及
び
収
入
率
で
す
。
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与

三
て当
え
一
一
岡

元
祐

子

さ

ん
（
藻
川
小
学
校
五
年
）
 

市
長
賞
に
馴
影
靭
臼
慧
一
新
叙
釘
翼
柳
」年
）
 

「心
は
太
陽
の
よ
う
に
」
 

藻
川
小
学
校
五
年
 

岡

元

祐

子
さ
ん
 

少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い開
催
さ
れた
、
第
十
二
回
市
少

年
の
主
張
発
表
大
会
で
は
、原
稿
審
査
で選
ば
れ
た
五
人
が
、
 

学
校
や
、
家
庭
、
友
達
の
こ
とな
ど
を
、
素
直
に
、
い
つ
し
よ
 

ーつ
けん
め
い
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

廿
松
林
法
子
（
南小
六
年
）
、伊

藤
咲
子
（三
好
中
三
年
）
 

〇
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
廿

阿
部
誠
司
（羽
野
木
沢小
六
年
）
、
 

福
士
裕
朗
（
五
小
五
年
）
、三
上
 

私
の
学
年
は
、
女
子
が
五
人

し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
の
一

人
の
友
達
が
、
は
ず
か
し
が
り

や
で
あ
ま
り
話
を
しま
せ
ん
。
 

話
か
け
て
も
な
か
な
か
の
っ
て

き
ま
せ
ん
。
い
っ
し
ょ
に
行
動

す
る
時
でも
、
 一
人
だ
け
おそ

く
き
て
、
 

「早
く
き
て
よ
。」
 

と
い
う
と
ノ
ロ
ノ
ロ
歩
い
て
な

か
な
か
仲
間
に
入
ろ
う
と
し
な

い
の
です
。
つ
い
私も
か
っ
と
 
 

慶
子
（
五
一
中
二
年）
、上
見
裕

香
（
五
四
中
一
年）
 

＠
市
長
賞
の
作
文
を紹
介
し
ま

す
。
，
（
長尾
か
お
る
さ
ん
は
、次

号
に
紹
介
し
ま
す
。）
 

な
っ
て
お
こ
っ
た
口
調
で
い
い
 

ま
す
。
 

「今
度
、
わ
ん
ど
か
ら
、
は
な
 

れ
な
い
で
よ
。」
 

と
い
う
と
、
く
ら
い
声
で
、
 

「う
ん
。」
 

と
言
う
だ
け
で
す
。
 

係
の
仕
事
を
忘
れ
る
こ
と
が
 

多
い
の
で
、
 

「今
日
、
当
番
だ
よ
。」
 

と
教
え
て
も
、
仕
方
な
く
や
っ
 

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
 

私
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

な
っ
た
の
か
な
あ
と
思
った
り
、
 

ど
う
し
て
私
達
と
遊
ん
でく
れ

な
い
の
か
な
あ
と
考
え
た
り
し

ま
す
。
 

た
ぶ
ん
私
達
が
A
子
さ
ん
の

あ
だ
名
を
言
っ
て
バ
カ
に
し
た

の
で
、
心
に
き
ず
が
つ
い
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
人
間

は
み
ん
な
一
人
一人
ち
が
う
と

思
い
ま
す
。
 ノ
ロ
ノ
ロ
歩
い
て

ど
う
し
て
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
た
、
同
じ
行
動
や
同
じ
こ

と
を
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
 

ど
う
し
て
暗
い
と
言
う
こと
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
、
誰
だ
っ
て
ア
ダ
名
を
言
わ

れ
て
、
う
れ
し
い
と
感
じ
る
人

は
い
な
い
は
ず
で
す
。
 

こ
の
間
、
教
室
の
高
い
所
に

は
っ
て
あ
る
紙
が
、
風
の
せ
い

で
が
び
ょ
う
が
と
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。私
は
、
 

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
い
す
を

使
っ
て
紙
を
直
そ
う
と
し
て
い

た
ら
、
 

「紙
、
は
っ
て
あ
げ
よ
う
か
。」
 

と
、
A
子
さ
ん
が私
に
声
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
時
心
が
太
陽
の
よ
う
に
フ
ワ

ァ
と
し
て
と
て
も
あた
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
人

に
親
切
に
す
る
こ
と
を
。
人
を

き
ず
つ
け
て
い
た
こ
と
を
。
 

宇
宙
飛
行士
の
毛
利
さ
ん
が

エ
ン
デバ
ー
か
ら
お
り
た
時
、
 

「国
境
は
見
えな
か
っ
た
。
地

球
は
ひ
と
つ
で
す
。」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

毛
利
さ
ん
は
、
 

「広
い
心
で
人
を
見
な
さ
い
。
 

そ
う
す
れ
ば
今
ま
で
い
や
だ
と

思
っ
て
い
た
心
もす
っ
き
り
し

て
、
い
い気
持
ち
にな
れ
る
ぞ
。」
 

と
呼
び
か
け
て
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
 

私
は
、
相
手
の
心
を
考
え
な

い
で
、自
分
の
考
え
を
お
し
つ

け
る
こ
と
は
、
相
手
に
き
ず
を

つ
け
て
い
る
こと
だ
と
思
い
ま

す
。
 

私
達
は
四
人
だ
け
で
、お
し

ゃ
べ
り
す
る
こと
を
や
め
て
、
 

A
子
さ
ん
を必
ず
話
題
の
中
に

入
れ
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
学
級
の
み
んな
に
も
、
 

仲
間
に
入
れ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
 

少
し
ず
つ
明
る
く
に
こ
に
こ

し
て
い
る
時
が
、と
て
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

き
っ
と
私
の
心
が
、
通
じ
て

き
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
市
長
賞
廿
岡
元祐
子

（
藻川

小
五
年
）
、長
尾
か
お
る

（
五一
一

中
」
年
）
 

〇
教
育
長
賞

廿
木
村
友
映

（鶴

ケ
岡
小
六
年
）
、川
浪
さ
つ
き
（三

好
中
二
年
）
 

〇
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
 

,
 

,
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市
長
賞
こ
岡
元
祐
子
さ
ん

ー
長
尾
か
お
る
さ
ん

少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
開
催
さ
れ
た
、
第
十
二
回
市
少

年
の
主
張
発
表
大
会
で
は
、
原
稿
審
査
で
選
ば
れ
た
五
人
が
、

学
校
や
、
家
庭
、
友
達
の
こ
と
な
ど
を
、
素
直
に
、
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
市
長
賞

1
岡
元
祐
子
(
藻
川

小
五
年
)
、
長
尾
か
お
る
(
五
二

中
三
年
)

O
教
育
長
賞
H
木
村
友
映
(
鶴

ヶ
岡
小
六
年
)
、
川
浪
さ
っ
き

(三

好
中
二
年
)

O
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

(
藻
川
小
学
校
五
年
)

(
五
所
川
原
第
二
中
学
校
三
年
)

ー
松
林
法
子
(
南
小
六
年
)、
伊

藤
咲
子

(
=
一
好
中
三
年
)

O
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞

1

阿
部
誠
司
(
羽
野
木
沢
小
六
年
)、

福
土
裕
朗
(
五
小
五
年
)
、

三
上

慶
子
(
五

一
中
二
年
)
、
上
見
裕

香
(
五
四
中

一
年
)

。
市
長
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま

す
。
‘
(
長
尾
か
お
る
さ
ん
は
、
次

号
に
紹
介
し
ま
す
。
)

「
心
は
太
陽
の
よ
う
に
」

私
の
学
年
は
、
女
子
が
五
人

し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
の
一

人
の
友
達
が
、
は
ず
か
し
が
り

や
で
あ
ま
り
話
を
し
ま
せ
ん
。

話
か
け
て
も
な
か
な
か
の
っ
て

き
ま
せ
ん
。
い
っ
し
ょ
に
行
動

す
る
時
で
も
、
一
人
だ
け
お
そ

く
き
て
、

「
早
く
き
て
よ
。
」

と
い
う
と
ノ
ロ
ノ
ロ
歩
い
て
な

か
な
か
仲
間
に
入
ろ
う
と
し
な

い
の
で
す
。
つ
い
私
も
か
っ
と

藻
川
小
学
校
五
年

岡
元
祐
子
さ
ん

な
っ
て
お
こ
っ
た
口
調
で
い
い

ま
す
。

「
今
度
、
わ
ん
ど
か
ら
、
は
な

れ
な
い
で
よ
J

と
い
う
と
、
く
ら
い
声
で
、

「
う
ん
。
」

と
言
う
だ
け
で
す
。

係
の
仕
事
を
忘
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、

「
今
日
、
当
番
だ
よ
。
」

と
教
え
て
も
、
仕
方
な
く
や
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

私
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

な
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ
た
り
、

ど
う
し
て
私
達
と
遊
ん
で
く
れ

な
い
の
か
な
あ
と
考
え
た
り
し

ま
す
。た

ぶ
ん
私
達
が

A
子
さ
ん
の

あ
だ
名
を
一
言
っ
て
パ
カ
に
し
た

の
で
、
心
に
き
ず
が
つ
い
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
人
間

は
み
ん
な
一
人
一
人
ち
が
う
と

思
い
ま
す
。
ノ
ロ
ノ
ロ
歩
い
て

ど
う
し
て
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
同
じ
行
動
や
同
じ
こ

と
を
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
、

ど
う
し
て
暗
い
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
、
誰
だ
っ
て
ア
ダ
名
を
言
わ

れ
て
、
う
れ
し
い
と
感
じ
る
人

は
い
な
い
は
ず
で
す
。

こ
の
間
、
教
室
の
高
い
所
に

は
つ
で
あ
る
紙
が
、
風
の
せ
い

で
が
び
ょ
う
が
と
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
い
す
を

使
っ
て
紙
を
直
そ
う
と
し
て
い

た
ら
、

「
紙
、
は
っ
て
あ
げ
ょ
う
か
。
」

と、

A
子
さ
ん
が
私
に
声
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
時
心
が
太
陽
の
よ
う
に
フ
ワ

ア
と
し
て
と
て
も
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
人

に
親
切
に
す
る
こ
と
を
。
人
を

き
ず
つ
け
て
い
た
こ
と
を
。

宇
宙
飛
行
土
の
毛
利
さ
ん
が

エ
ン
デ
パ
ー
か
ら
お
り
た
時
、

「
国
境
は
見
え
な
か
っ
た
。

地

球
は
ひ
と
つ
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

毛
利
さ
ん
は
、

「
広
い
心
で
人
を
見
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
今
ま
で
い
や
だ
と

思
っ
て
い
た
心
も
す

っ
き
り
し

て
、
い
い
気
持
ち
に
な
れ
る
ぞ
。
」

と
呼
び
か
け
て
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

私
は
、
相
手
の
心
を
考
え
な

い
で
、
自
分
の
考
え
を
お
し
つ

け
る
こ
と
は
、
相
手
に
き
ず
を

つ
け
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す。
私
達
は
四
人
だ
け
で
、
お
し

ゃ
べ
り
す
る
こ
と
を
や
め
て
、

A
子
さ
ん
を
必
ず
話
題
の
中
に

入
れ
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
学
級
の
み
ん
な
に
も
、

仲
間
に
入
れ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
明
る
く
に
こ
に
こ

し
て
い
る
時
が
、
と
て
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
私
の
心
が
、
通
じ
て

き
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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「虫おく‘力山車

アスパムで 

「こんにちはノ」 

（
善
意
の
花
か
ご
）
 

「橋
の
上
か
ら
見
で
」
 

私
達
の
町
内
は
十
川
の
南
に

位
置
し
て
お
り
、
田
植
え
は
例

年
、
他
地
区
よ
り
十
日
以
上
遅

れ
る
が
冷
害
は
殆
ん
ど
な
い
。
 

又
、
土
質
も
良
く
、
り
ん
ご
も
 

良
く
出
来
、
特
に
十
川
の
端
に

は
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
り

ん
ご
ワ
イ
化
栽
培
の
共
同
園
地

が
あ
り
、
昨
年
の
春
、
り
ん
ご

の
花
祭
り
会
に
は
、
多
く
の
観
 

覧
者
に
楽
し
く
喜
ん
で
頂
い
た
。
 

今
年
は
台
風
も
な
く
、
見
事

に
大
き
く
熟
し
た
り
ん
ご園
が
、
 

整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
の
を

見
て
、
何
ん
と
な
く
豊
か
な
感

も
す
る
。
 

小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
時

期
、
よ
く
「
ヤ
ブ
」
村
と
馬
鹿

に
さ
れ
た
部
落
も
、
今
で
は
道

路
も
良
く
整
備
さ
れ
、交
通
も

激
し
く
、
信
号
機
も
取
り
付
け

ら
れ
、
特
に
十
川
に
架
け
ら
れ

た
 
「中
泉
橋
」
は
太
鼓
型
で
高

く
、
そ
の
長
さ
、
広
さ
と
、
そ

の
美
し
さ
は
、
我
が
町
内
の
自

慢
の
ー
つ
で
あ
る
。
 

こ
の
橋
の
上
か
ら
見
る
秀
峰

岩
木
山
の
雄
大
な
姿
が
、
民
家

の
屋
根
に
履
い
被
さ
っ
て
見
え

る
の
は
何
ん
と
も
言
え
な
い
。
 

何
ん
か
此
処
の
町
内
は
、
益
々

繁
栄
さ
れ
て
行
く
様
に
感
じ
ら

れ
る
。
 

の
 
私
の

風
景
 
⑩
 

成
 

田
 
千
 
義

さ
ん
 

（
市
内
中
泉
字
松
枝
一

一
八
ー
一
）
 

歌 

46 
ノ’" 

十
一
月
五
日
、
県
観
光
物
産
 
お

く
り
山
車
が
展
示
さ
れ
ま
し
 

館
ァ
ス
パ
ム
（
青
森
市
安
方
）
 

た
。
 

一
階
ホ
ー
ル
に
、
本
市
の
、
虫
 
こ
れ

ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
 

八
戸
市
の
三
社
大
祭
山
車
と
、
 

弘
前
ね
ぶ
た
の
仲
間
入
り
と
な

っ
た
も
の
で
、
市
の
観
光
P
R
 

に
一
役
果す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
虫
お
く
り
山
車
は
、
 

市
虫
お
く
り
研
究
会

（田
沢
多

一
会
長）
が
、
約
ニ
ケ
月
か
け

て
、
製
作
し
た
も
の
で
す
。
 

ア
ス
パ
ム
の
新
しい
顔
と
な

る
こ
と
を
記
念
し
た
、
お
披
露

目
で
は
、
ア
ス
パ
ム
を
訪
れ
た

人
達
に
、
紅
白
の
も
ち
や
、
ミ

ニ
虫
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
、
漆

川
獅
子
舞
保
存
会
の
、
獅
子
舞

で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
 

虫
に
目
玉
を
入
れ
た
佐
々
木

市
長
は
、「虫
お
く
り
は
、
無
病

息
災
を
願
う
ま
つ
り
で
す
。
皆

様
方
に
幸
せ
が
訪
れ
ま
す
様
、
 

ご
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
いさ
つ
。
 

来
年
、第
三
＋
回
目
を
迎
え
る
、
 

「虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
を
、
 

大
い
に
P
R
し
ま
し
た
。
 
 

五
所
川
原
短

歌
会
 

渡
り
鳥
つ
ら
な
る
空
を
ゆ
る
や

か
に
熱
気
球
二
つ
浮
遊
し
て
ゆ
 

く
 

山
上
 
和
美
 

返
え
さ
ざ
る
四
島
返
え
せ
と
撞

く
鐘
の
音
は
海霧
の
中
に
消
え

ゆ
く
 
北

川
要
二
郎
 

さ
ま
ざ
ま
に
泣
く
日
笑
ふ
日
重

ね
来
て
老
い
た
る
今
は
庭
木
を

友
に
 

大
久
保
勘
三
 

獲
り
終
へ
て
実
の
な
き
庭
の
梨

・

の
木
に
真
白
き
大
根
妻
吊
し
を

り
 

佐
藤
 
義
則
 

天
か
ら
の
声
を
待
た
ず
に
追
わ

れ
つ
つ
今
日
為
す
こ
と
に
吾
は

関
る
 

小
笠
原
俊
亮
 

無
念
に
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廿
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。
 

⑥
く
る
み
園
（
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老
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ー
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川
原
郵便

局
（及
川
信
一局
長
）
廿
チ
ュー
リ
ップ
の
球
根
三
色
百
個
。
 
》り
 

私
の
風
景

「
橋
の
上
か
ら
見
て
」

私
達
の
町
内
は
卜
川
の
南
に

位
置
し
て
お
り
、
田
植
え
は
例

年
、
他
地
区
よ
り
十
日
以
上
遅

れ
る
が
冷
害
は
殆
ん
ど
な
い
。

又
、
土
質
も
良
く
、
り
ん
ご
も

良
く
出
来
、
特
に
十
川
の
端
に

は
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
り

ん
ご
ワ
イ
化
栽
培
の
共
同
園
地

が
あ
り
、
昨
年
の
春
、
り
ん
ご

の
花
祭
り
会
に
は
、
多
く
の
観 ⑩ 

成

田

千

義

さ

ん

(
市
内
中
泉
字
松
枝
二
八
|
一
)

覧
者
に
楽
し
く
喜
ん
で
頂
い
た
。

今
年
は
台
風
も
な
く
、
見
事

に
大
き
く
熟
し
た
り
ん
ご
園
が
、

整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
の
を

見
て
、
何
ん
と
な
く
豊
か
な
感

も
す
る
。

小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
時

期
、
よ
く
「
ヤ
ブ
」
村
と
馬
鹿

に
さ
れ
た
部
落
も
、

A
7
で
は
道

路
も
良
く
整
備
さ
れ
、
交
通
も

激
し
く
、
信
号
機
も
取
り
付
け

ら
れ
、
特
に
十
川
に
架
け
ら
れ

た
「
中
泉
橋
」
は
太
鼓
型
で
高

く
、
そ
の
長
さ
、
広
さ
と
、
そ

の
美
し
さ
は
、
我
が
町
内
の
自

慢
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
橋
の
上
か
ら
見
る
秀
峰

岩
木
山
の
雄
大
な
姿
が
、
民
家

の
屋
根
に
履
い
被
さ
っ
て
見
え

る
の
は
何
ん
と
も
言
え
な
い
。

何
ん
か
此
処
の
町
内
は
、
益
々

繁
栄
さ
れ
て
行
く
様
に
感
じ
ら

れ
る
。

十

一
月
五
日
、
県
観
光
物
産

館
ア
ス
パ
ム

(青
森
市
安
方
)

一
階
ホ
l
ル
に
、
本
市
の
、
虫

善
意
の
花
か
ご

お
く
り
山
車
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た

八
戸
市
の
三
社
大
祭
山
車
と
、

弘
前
ね
ぷ
た
の
仲
間
入
り
と
な

っ
た
も
の
で
、
市
の
観
光
P
R

に
一
役
果
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
虫
お
く
り
山
車
は
、

市
虫
お
く
り
研
究
会

(田
沢
多

一
会
長
)
が
、
約
二
ヶ
月
か
け

て
、
製
作
し
た
も
の
で
す
。

ア
ス
パ
ム
の
新
し
い
顔
と
な

る
こ
と
を
記
念
し
た
、
お
披
露

目
で
は
、
ア
ス
パ
ム
を
訪
れ
た

人
達
に
、
紅
白
の
も
ち
ゃ
、
ミ

ニ
虫
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
、
漆

川
獅
子
舞
保
存
会
の
、
獅
子
舞

で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

虫
に
目
玉
を
入
れ
た
佐
々
木

市
長
は
、
「
虫
お
く
り
は
、
無
病

息
災
を
願
う
ま
つ
り
で
す
。
皆

様
方
に
幸
せ
が
訪
れ
ま
す
様
、

ご
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
年
、
第
三
十
回
目
を
迎
え
る
、

「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
を
、

大
い
に
P
R
し
ま
し
た
。

面
示
直
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所
川
原
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鳥
つ
ら
な
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空
を
ゆ
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か
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熱
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を
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ゴミ集積場所舞周ー部変更 

12月21日～来年3月31日まで 

積雪のために、 ごみ収集車の通行が困難

となる次の集積場所を中止します0 期間は 

12月21日から来年 3 月31日まてるてるす。 

そのfl柳或にお住まいの方は、ご面倒でも

近くの大通りの集積場所を利用してくださ

し、o 

町 	名 冬期間収集を中止する場所 

東 	町 全 町 内 

川 端 町 元大丸古川裏通り 

下平井町 
東急ドライ奥通り 

小川種店奥通り 

湊 五能線ガード附近 

雛 	田 川口整骨院前 

保1建環境課（内線269) 

鱗「プ篇」収集日 
@）ー般家庭Q)J1又集 

・12月30日（水）まて、平常どおり 

・12月31日（木）から 1月 3 日ま“で休み 

・ 1月 4 日（月）より平常どおり 

⑨野里不燃物埋立地 

・12月31日（木）午前中まて、自己搬入のみ利

用できます。 

・ 1月 4 日（月）より平常どおり 

⑨稲垣西部クリーンセンター 

・燃えるゴミは、12月30日（水）まて、、 自己

搬入（無1斗）のみ利用できます。 

・ 1月 4 日（月）より平常どおり 

⑥し尿について 

・12月28日（月）まて各平常どおり 

・12月29日（火）から 1月 3 日（日）まて各休み 

・ 1月 4 日（月）より平常どおり 

くみ取りは、もよりの許可業者に早め 

に申し込みしてください。 

募集’除排雪臨時運転助手 
ン業務内容 除排雪車の連転助手及びパトロー 

Jレ 

＞期 間 平成 4 年12月15日～平成 5 年 3 月 

10日 

＞募集人員 4 名（委細面談の上決定） 

＞資 格 普通免許所持者・年齢55歳まて、 

レ賃 金 日当 7,000円 

（土・日休み時間外勤務有り） 

D勤務時問 午前 8 時15分～午後 5 時 

（昼45分休憩） 

＞勤 務 地 除排雪対策本部 

五所川原市大字広田字柳沼3-1 
レ連 絡 先 五所川原市建設部土木課管理係 

（内線224) 

	交通安全は家庭から 

塞週覇故隠観 
（平成 4 年11月19日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原署管内 
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平成4年度 

要約筆記奉仕員講習会のご案内 

耳の不自由な人のコミュニケーション手段に

は、手話・筆談・口話等いくつかありますが、 

要約筆記もそうした方法の 1つで、特に手話習

得の困難な、中途失聴者・難聴者の為に会議や

講演会で利用されます。 

要糸勺筆記とは、 OHP （投影機） を使用し、 

話し手の内容を透明なロールフィルムにペンて二

書き、 スク I)ーンに日央し出して伝えるもので’す。 

養成講習会を修了した人達が県に登録し、聴

覚障害者の社会参加を保障するため、各種集い

に派遣されています。 是非ご参加下さい。 

レ日 時 平成 4 年12月 6 日（日） 

午前10時～午後 3日寺 

レ場 所 五所川原市中央公民館 3 階大広場

レ対 象 高校生以上 

レ受講料 無料（昼食は持参して下さい） 

レ申し込み間い合わせ 

FAX 0173-29-3729 工藤朱美（ろうあ協会長） 

FAX 0172-77-2490 村上勝蔵（ろうあ協事務局） 

TEL 0173-42-2614 工藤芳子（カッコウ・通研） 

ン内 容 ・聴覚障害者について 

・要糸勺筆記概要 

・要I均筆記実技 

( ）内は前年対比 

	 安全にいつでも止まれる車間距離 

6 

	' 

募集P除排雪臨時運転助手
じ〉業務内容 除排雪車の運転助手及びパトロ ー

Jレ

1>期 間平成 4年 12月15司~平成 5年 3月

10日

1>募集人員 4名 (委細面談の上決定)

1>資 格 普通 免許所持者・年齢55歳まで

1>賃 金 日当 7，000円

(土 ・日休み時間外勤務有り)

1>勤務時間 午前 8時 15分~午後 5時

(畳45分休憩)

1>勤 務地 除排雪対策本部

五所川原市大字広田字柳沼3-1

1>連絡先 五所 川原市建設部土木課管理係

(内幸泉224)

交通安全は家庭から

県 内 五所川原署管内

発生
6 ， 814 293 
(+109) (+ 6) 

死者
139 1 0 

(+ 2 6) (+ 5) 

傷者
8 ， 265 337 

(+ 3 9) (-2 2) 

安全にいつでも止まれる車間距離

ゴミ集積場所怠周一部変更

12月21日~来年3月31固まで
積雪のために、ごみ収集車の通行が困難

となる次の集積場所を中止します。期間は

12月21日から来年 3月31日までです。

その地域にお住ましミの方は、ご面倒でも

近くの大通り の集積場所を利用して くださ

しミ。

町 名 冬期間収集を中止する場所

東 田I 全町内

JlI端 町 冗夫丸古川裏通り

下平井町
東急ドライ奥通り

小川穣底奥通り

j奏 五能線ガード附近

雛 国 川口整骨院前

保健環境課 (内線269)

平成4年度

要約筆記奉仕員講習会のご案内

耳の不自由な人のコミュニケーション手段に

は、手話・筆談・口話等いくつかありますが、

要 約 筆 記 も そ う し た 方 法 の 1っても、特に手話習

得の困難な、中途失聴者・難聴者の為に会議や

講演会で利用されます。

要約筆記とは、 oH P (投影機 )を使用し、

話 し 手 の 内 容 を 透 明 な ロ ー ル フ ィ ル ム に ベ ン で

書き、スクリーンに映し出して伝えるものです。

養 成 講 習 会 を 修 了 し た 人 達 が 県 に 登 録 し 、 聴

党障害者の社会参加を保障するため、各種集い

に派遣されています。是非ご参加下さい。

1>日時 平成 4年 12月 6日(日)

午前10時 ~午後 3時

じ〉場所 五所川原 市 中 央 公 民 館 3階大広場

1>対象高校生以上

1>受 講料 無料(昼食は持参して下さい)

1>申し込み問い合わせ

FAX 0173-29-3729工藤朱美(ろうあ協会長)

FAX 0172ー77-2490村上勝蔵 (ろうあ協事務局)

TEL 0173-42-2614工藤芳子 (カッコウ・通研)

b内容 ・聴覚障害者についで

・要約筆記概要

・要約筆記実技

22「日§」収集日
。 一 般 家 庭 の 収 集

・12月30日(水)まで平常どおり

• 12月31日(木)から 1月 3臼まで休み

• 1月 4日(月)より平常どおり

。 野里不燃物埋立地

• 12月31臼(木)午前中まで自己搬入のみ利

用できます0

・1月 4日(月)より平常どおり

@稲垣西部クリーンセンター

・;燃えるゴミは、 12月30日(水)まで、自己

搬入(無料)のみ利用で きます。

• 1月 4日(月)より平常どおり

。 し尿について

・12月28日(月)まで平常どおり

• 12月29日伏)から 1月 3日(日)まで休み

• 1月 4日(月)より平常どおり

くみ取りは、もよりの許可業者に早め

に申し込みしてください。
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やさしい象さんがくれた 

愛と平和の贈りもの 
レ日時と会場 

12月12日日J 働く婦人の家（新町） 

①9:30- (5312 : 00- (331 : 40-
12月13日（日） コミュニティセンター三好 9: 30-

コミュニティセンター 栄 12 : 30-
コミュニティセンター七和 3 20- 

D前売券扱店 

・若葉町ノ松本商店 	 ・大 町ノ小関書店 

・本 町ノ鶴常書店 	 ・鶴 ケ 岡ノ工藤商店 

・鶴 ケ 岡ノフレンドショップユー 	・みどり町ノ文 教堂 

・みどり町ノBOOKS コセキ ・原 子ノ阿部本店 

・羽野木沢ノ長峰たばこ店

レ料 金 700円（当日900円） 

・4 歳以上大人も子どもも同料金 ・全上映会場共通です 

D後 援 五所川原市教育委員会他 

レ主 催 新日本婦人の会五所川原支部映画上映実行委員

会 ft34-3999 
、~ 

・大 町ノ小関書店 

・鶴 ケ 岡ノ工藤商店 

・みどり町ノ文教堂 

・原 子ノ阿部本店 

平成4年年末年始の交通安全運動 
平成4年12月15日（火）~1月5日（火） 

安全に いつでも止まれる 車間距離 

☆運動の重点 

1．冬道の安全運転の推進 

乙飲酒運転の追放 

3．子どもと高齢者の交通事故防止 

4．シートベルトの正しい着用の徹底 

5．違法駐車の締め出し 

《スタッドレスタイヤ装着車の安全運転のポイ 

ント》 

1．発進時は、ゆっくり・慎重に 

2．走行中は、加・減速は速やかに 

3．制動時の車輸の回転停止は、禁物 

五所川原交交安全対策協議会・五所川原警察署 

成人式は、 
1月15日に行います 

市では、20歳を迎えた方をお祝いするため、 

次のとおり成人式を行います。 対象者には、12 

月中旬にハガキでら重知いたします。 なお、学校

や仕事の都合で市外に居住しておられる市出身

者の方の参加も歓迎しますので、市教育委員会

社会教育課 社会教育係（内線250）へご連絡く

ださい。 

レ日 時 平成5年1月15日（金） 

午前10時30分～ 

レ場 所 市中央公民館大ホール（駅裏） 

ン受付時間 午前9時30分～午前10時20分 

（時間厳守） 

レ対象 者 昭和47年 4 月 2 日から昭和48年 4 

月1 日までに生まれた方。 

第44回人権週間 
12月4日～12月10日 

私たち一人ひとりが、人権について考え、明 

るく豊かな社会をつく りましょう。 

なお、毎日の生活の中で、何かお困りの時は 

人権擁護委員、または、青森地方法務局五所川 

原支局にご相談下さい。 相談は無料で、秘密は 

厳守します。 

当市の人権擁護委員は下記の方々です。 

⑥特設人権相談所の開設 

レと き 平成4 年12月 3 日（木） 

午前10時～午後3時 

レところ 市内大町 「丸友デパート） 

6 階催事場 

レ相談担当者 人権擁護委員、法務局職員 

く》市の人権擁護委員 

氏 	名 住 	 所 郵便番号 電話 

尾崎 正雄 五所川原市字田町187の18 037 34-2624 

対馬 郁夫 五所川原市松島町七丁目20 037 34-3121 

高橋 武一 五所川原市大字藻川字千年356 037 36-2794 

船水 信一 037 36-2127 五所川原市大字飯詰字福泉85の3 

山谷 	清 五所川原市元町152の1 037 35-3035 

原 	芳江 五所川原市松島町七丁目54 037 35-8590 

阿部 育也 五所n源市大字羽野木沢字実吉16 037-06 29-2006 

大村 光子 五所川原市字旭町2 037 35-6363 

山口千代一 五所」~源市大字毘沙門字中熊石211の1 037 36-3938 

⑨国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう。 

⑥いじめ、体罰の根を絶とう。 

＠部落差別をなくそう。 

＠女性の地位を高めよう。 

⑨障害者の完全参加と平等を実現しよう。 

「はたちの主張」発表者 

募 集 ！ 
新しく成人になられる方に、 日頃感じている

ことを述べていただく 「はたちの主張」 発表者

を募集します。 皆さん、v5、るってご」志募くださ

い。 なお、選ばれた方には、成人式当日に発表

していただきます。 また、発表した方には、記

念品を差し上げます。 

レテ ー マ 成人式を迎えるにあたって感じて

いること、決意など。 

D発表時問 約 5 分間・（B4. 20x20 原稿用

紙 2 枚程度） 

レ応募資格 新成人（昭和47年4 月 2 日から昭

和48年4月1日までに生まれた方J 

レ期 限 平成4年12月19日（土） 

レ申 込 先 市教育委員会 社会教育課 社会

教育係（内線250) 

レ期 限

レ申 込 先 

' 

7 

成人式は、
1月15日に行います

市では、 20歳を迎えた方をお祝いするため、

次のとおり成人式を行います。対象者には、 12

月中旬にハガキで通知いたします。なお、学校

や仕事の都合で市外に居住しておられる市出身

者の方の参加も歓迎しますので、市教育委員会

社会教育課社会教育係(内線250)へご連絡く

ださい。

[>日 時平成 5年 1月15日幽

午前10時30分 ~

じ〉場 所市中央公民 館大ホール(駅裳)

[>受付時間 午前 9時 30分~午前10時20分

(時間厳守)

[>対象者 昭 和47年 4月 2日から昭和48年 4

月 1日までに生まれた方。

第44回人権週間
12月4日......12月10日

私たち一 人ひとりが、人権について考え、明

るく豊かな社会をつくりましょう。

なお、毎日の生活の中で、何かお困りの時は

人権擁護委員、または、青森地方法務局五所川

原支局にご相談下さい。 相談は無料で、 秘密は

厳守します。

当市の人権擁護委員は下記の方々です。

0特設人権相談所の開設

[>とき平成 4年12月 3臼(木)

午前10時 ~午後 3時

仁〉 ところ 市内大町「丸友デパート)

6階催事場

[>相談担当者 人権擁護委員、法務局職員

。 市の人権擁護委員

氏 名 {主 所 郵便番号 電話

尾崎正維 五所川原市字国田Jl87の18 037 34-2624 

対馬郁夫 五所川原市松島町七丁目20 037 34-3121 

高橋武一 五所川原市大字藻川字千年356 037 36-2794 

船水信一 五所川原市大字飯詰字福泉85の3 037 36-2127 

山谷 il~~ 五所川原市元町152の1 037 35-3035 

原 芳江 五所川原市松島町七丁目54 037 35-8590 

阿部育也 五所川原市大字羽野木沢字実吉16 037-06 29-2006 

大村光子 五所川原市字旭町2 037 35-6363 

山口千代ー 五所川原市大字箆沙門字中熊石211のl 037 36-3938 

。 国際化 時代にふさわしい人権意識を育てよう。

@ いじめ、体罰の根を絶とう。

O部落差別をなくそう。

。 女性の地位を高めよう。

。 障害者の完全参加と平等を実現しよう。

7 

「はたちの主張」発表者
募集 F 

新しく成人になられる方に、日頃感じている

ことを述べていただく「はたちの主張」発表者

を募集します。皆さん、ふるってご応募くださ

い。なお、選ばれた方には、成人式当日に発表

していただきます。また、発表した方には、記

念品を差し上げます。

じ〉テーマ 成 人 式 を 迎 え る に あ た って感じて

いること、決意など。

じ〉発表時間 約 5分間・ (B 4、20x20 原 稿用

紙 2枚 程 度 )

[>応 募 資 格 新 成 人 ( 昭 和47年 4月 2日から昭

和 48年 4月 1日までに生まれた方J
[>期 限 平成 4年12月19日比)

[>申込先 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 社 会

教育係 (内線250)

にヲr:t;j;，動。
令民主 ι や認をζ

やさしい象さんがくれた

じ〉日時と会場
愛と平和の贈りもの

12H12日(IJ!<動く紛人の家(新聞J)

①9: 30- ② 12: 00- ③1・40-
12月13R(日) コミュニテイセンタ一三好 9: 30-

コミュニティセンタ一栄 12: 30-
コミュニティセンター七和 3・20-

1>前売券扱底

・若葉 町 /総本商庖

・本 町/鶴常苫庖
・鶴ヶ岡/フレノドンヨプユー

・みどり開T/BOOKSコセキ

.羽里子木沢/長崎たばこ庖

1>料金 7∞円(当日9∞円)

-大 町/小関~~庖
・総ヶ岡/工藤商1苫

・みどり町/文教堂

・原 チ/阿部本庖

• 4歳以上太人も子どもも問料金 ・全上映会場共通です

1>後緩 五所川原市教育委員会他

1>主催 新日本財人の会五所川原支部映画上映実行委員

会 ft34-3999

平成4年年末年始の交通安全運動
平成4年 12月15日凶-1月5日同

安全にいつで‘も止まれる車間距離

女運動の重点

1冬道の安全運転の推進

2.飲酒運転の追放

3.子どもと高齢者の交通事故防止

4.シー トベルトの正しい着用の徹底

5.違法駐車の締め出し

〈スタッドレスタイヤ装着車の安全運転のポイ

ント〉

1発進時は、ゆっくり ・慎重に

2走行中は、加・ 減速は速やかに

3.制動時の車輸の回転停止は、禁物

五所川原交交安全対策協議会 ・五所川原警察署
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，末年始の犯罪及び事故の防止 
L- 

第 1 期 平成 4 年12月 1 日（火）から 

平成 4 年12月14日（月）まで 

第 2 期 平成 4 年12月15日（火）から 

平成 5 年 1 月 5 日因まで 

☆活動の重点 

1. 年末年始において、特に警戒を要する犯 

罪の取り締まり 

2 ．少年の非行と福祉犯被害の防止 

3 ．暴力団の取り締まり 

4 ．交通事故の防止及び交通渋滞の緩和 

5 ，雑踏事故の防止 

6 ．極左暴力集団によるテロ・ゲリラの根絶 

五所川原地区暴力追放推進協議会 

五 所 川 原 警 察 署 

☆実施期間 

第 1 期 

第 2 期 

2.  
3.  
4.  
5.  
6.  

平成 5年版 

県民手帳をあっせんします 
主な内容 こよみ月間予定表、天気録 

資料編 わが町、 わが村、故郷紹介、統 

計資半I、県勢、市町村勢 

11田・400円です。 

」匂画調整課、統計係へ申込みください。 

平成5年度 

看護学生募集 
―市立高等看護学院― 

レ募集人員 40人 

レ修業年限 3 年（ただし、第 3 学年は臨床実 

習としますJ 

レ入学資格 准看護婦（士）で次のし、ずれかに 

該当する人。 

①免許取得後、 3 年以上看護業務に従事した人 

(5 年 3 月で 3 年就業終了見込みの人を含む） 

②高等学校卒業者（ 5 年 3 月卒業見込みの人を 

含む） 

③高等学校衛生看護科卒業者（ 5 年 3 月卒業見 

込みの人を含む） 

ン願書受付期問 12月 1 日～平成 5 年1月14日 

ン願書受付場所 市立高等看護学院 

ン試験期日 平成 5 年 2 月10日（水） 

D試験場所 市立高等看護学院 

レ試験科目 ,止会、国語、英語、看護一般、イ乍 

文、面接 

レ間い合わせ 市立高等看護学院（”国)2715番 

布屋町一41番け也） 
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平成5年度

看護学生募集

平成 5年版

県民手帳をあっせんします
主な内容 こよみ月間予定点、天気録

資料編 わが 町、わが村 、故郷紹介、統

計資料、県勢、市町村勢

1情 400円で、す。

企画調繁諜、統計係へ申込みください。
じ〉募集人員 40人

[>修業年限 3年

習とします。)

じ〉入 学 資 格 准 看 護 婦

該当する人。

① 免許取得後、 3年以上看護業務に従事した人

( 5年 3月ても 3年就業終了見込みの人 を含む)

②高等学校卒業告(5年 3月卒業見込みの人を

含む)

③高等学校衛生看護科卒業者

込みの人を含む)

[>願書受付期間 12月 1日~平成 5年 1月 14日

[>願 書 受 付 場 所 市 立 高 等 看 護学 院

[>試 験 期 日 平成 5年 2月 10日(水)

じ〉試験場所 市立高等看護学 院

[>試験科目 社会、国語、英語、看護一 般、

文、面接

じ〉問 い 合 わ せ 市立高等看護学院

布屋町41醤地)

一市立高等看護学院一

第 3学 年 は 臨 床 実(ただし、

で 次 の い ず れ か に

( 5年 3月卒業見

イ乍
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(ft⑪ 2715番

(士)

平成 4年12月 1日ek)から

平成 4年12月14日(月)まで

平成 4年12月15日ωから

平成 5年 1月 5日ωまで

公活動の重点

1 .年末年始 において、特に警戒を要する犯

罪の取り締まり

2. 少年の非行と福祉犯被害の防止

3.暴力団の取り締まり

4 交通事故の防止及び交通渋滞の緩和

5 雑踏事故の防止

6.極左暴力集団によるテロ・ゲリラの恨絶

五所川原地区暴力追放推進協議会

五所川原警察署

食実施期間

第 1期

第 2期



がん予防12 カ条。● 

お酒はほどほどに
お願いします。 

I みんなの健康教室 
レ日 時 

12月25日（金）午後 1時 

）場 所 

市保健センター 

レ講 師 鈴木義人先生 

（鈴木耳鼻咽喉科医院長） 

レテーマ 老人性難聴 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

っす歪腎篇理轡 
レ日 程 

開催月日 対象地区 開催場所 締め切り 

12月16日困 梅 沢 
コミュニテイ

センター梅沢 
12月11日圏 

12月17日困 共 栄 共栄集会所 12月11日団 

12月18日国 
原子、持子沢、 

羽野木沢、俵元 

コミュニテイ

センター七和 
12月14日（月） 

ン献 立 〇人参キウイの白あえ 〇錦卵 

〇りんご寒天 

レ時 問 午前9 時30分～午後1日寺 

レ米斗 金 無紳斗 

ン持参する物 ェプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てください） 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙がありますJ 地区外の方でも参加て二 

きます。 

9 

市では、今年度最後の犬の集合登録ならびに狂犬病予防 

注射を実施します。 

狂犬病予防法では、飼い主は年 1 回かならず登録と注射 

が義務づけられていますので、これまで都合等により、ま 

だお済みでない方は希望の会場で実施してください。 

レ料 金 登録料 2,100円 

注射料 2,780円 

合計 4,880円 

注射を受けさせる当日は犬を清潔にし、もし健康状態に 

疑間がある場合は受付へ申し出てください。 

また、犬の死亡等、変更の際は保健環境課にお知らせく 

ださい。 

※この期間内に実施できない方は、下記の獣医科医院で個 

別に予防注射と登録ができますのでご利用ください。 

ン実施医院 吉村獣医科医院 

（市内姥落字桜木16-7) 廿 35-3409 
料金は集合登録、注射と同額です。 

なお、受けられる方は事前に吉村獣医科医院へご連絡く 

ださい。 

ン実施日時・場所 

実施 日 時 	間 会 	 場 

12月 7 日（印 
9 : 30-Il: 30 コミュニテイセンター三好前 

13 : 00-15 : 00 コミュニテイセンター中川前 

12月 8 日（刈 
9 : 30-Il : 30 コミュニテイセンター毘沙門・長富前 

13 : 00-15 : 00 コミュニテイセンター飯詰前 

12月 9 日（加 
9 : 30-li : 30 コミュニテイセンター長橋前 

13 : 00-15 : 00 コミュニテイセンター松島前 

12月10日困 
9 : 30-li : 30 コミュニテイセンター七和前 

13 : 00-15 : 00 コミュニテイセンター梅沢前 

12月11日（斜 
9 : 30-ll : 30 コミコニテイセンター栄前 

13 : 00-15 : 00 松 島 町 松 島 会館 前 

12月15日（刃 
9 : 30-li : 30 富士見コミュニテイセンター前 

13 : 00-15 : 00 鎌谷町防災セン ター前 

12月16日（加 
9 : 30-li : 30 市 民 文 化 会 館 前 

13: 00-15 : 00 コミュニテイセンターしきしま前 

結核検診の結果通知 

10月13日～30日の日程で実施した結核検診の結果

について、精密検査の必要な方には個別に通知しま

したが、11月中に通知のなかった方は異常がなかっ

たものとして、ご了承ねがいます。 

冬道はスタットレスタイヤで 
冬道はスタットレスタイヤで走行スピード控えめ

十分な車間距離をとり安全走行に努めましょう。 

（スパイクタィャ使用には10万円以下の罰金が科さ

れます） 

⑥大型車については、平成 5 年 4 月1日より使用禁

止規定及び罰則規定が適用されます。 

（保健環境課） 

/ 
Cーの日 Lj1 竿 r "‘~ I 」 HリJ メ‘ 

もうお済みですかつ 

の登録・狂犬病予防注射ノ 

、 	市役所容35- 2111 / 

一
 

. . 

師走 ・ • . 
-• 

市役所企35-211司

みんなの健康教室
l>日時

12月25日幽午後 1時

l>場所

市保 健センタ-

l>講師 鈴木義人先生

(鈴木耳鼻咽喉科医院長)

bテーマ 老人性難聴

l>主催 北五医師会 ・市保健協議会

うす官官官理審
l>日 平呈

開催月日 対象地区 開 n草場所 締め切り

12月16日(ホ)梅 沢
コミュニティ

12月11日(命
センター梅沢

12月17日(木)共栄 共栄集会所 12月11日ω

12月18日@
原子、待子沢、 コミュニティ

12月14日(月)
羽野木沢、俵元 センタ一七和

l>献立 0人参キウイの白あえ 0錦卵

0 りんご寒天

l>時間 午前 9時30分~午後 1時

l>料金 無料

l>持参する物 エプロン、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小ピンなどに入れて)、健康手帳、食

事しらベ用紙(地区の保健協力負からもらっ

てください)

l>申し込み先 地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります。)地区外の方でも参加で

きます。

9 

がん予防12ヵ条。O .

お酒は(~どほどに

お願いじま90

( 食も うお 済み です かっ

k九ノの登録・狂犬病予防注射Y
市では、今年度最後の犬の集合登録ならびに狂犬病予防

注射を実施します。

狂犬病予防法では、飼い主は年 1回かならず登録と注射

が義務づけられていますので、これまで都合等により、ま

だお済みでない}jは希望の会場て芯実施してください。

[>料 金 登録料 2，100円}
}毎年 1回

注射料 2，780円!

合計 4，880円

注射を受けさせる当日は犬を清潔にし、もし健康状態に

疑問がある場合は受付へ申し・出でください。

また、犬の死亡等、変更の際は保健環境課にお知らせく

ださし、。

※この期間内に実施できない方は、下記の獣医科医院で個

別に予防注射と登録ができますのでご利用ください。

[>実施医院 吉村獣医科医院

(市内姥泊字桜木16-7)f!35-3409 

料金は集合登録、注射と同級です。

なお、受けられる方は事前に吉村獣医科医院へご述絡く

ださい。

[>実施日時・場所

実施臼 時 問 ぷ2〉2ミ、 場

9 : 30-11 : 30 コミュニティセンターニ好前
12月7日(同)

コミュニティセンター中川前13: 00-15: 00 

9: 30-11 : 30 コミュニアイセンター毘沙門・長富前
12月8日伏)

コミュニティセンター飯詰前13:00-15:00 

9: 30-11 : 30 コミュニティセンター長橋前
12灯9n(ホ)

コミュニティセンター松島前13: 00-15・。。

9: 30-11 : 30 コミュニテイセンター七和前
12月10日(本)

i3:00-15:00 コミュニティセンター侮沢前

9: 30-11 : 30 コミュニティセンタ一栄前
12月11llt鉛

松島町松島会館前13: 00-15・。。

9: 30-11・30 富士見コミュニティセンター前
12月15目。d

鎌谷町防災センター前13 : 00-15 : 00 

9: 30-11・30 市民文化会館前
12月16日(本)

コミュニティセンターしきしま前13 : 00-15 : 00 

結核検診の結果通知

10月13日-30日の日程で実施した結核検診の結果

について、精密検査の必要な方には個別に通知しま

したが、 11月中に通知のなかった方は異常がなかっ

たものとして、ご了承ねがいます。

冬道はスタットレスタイヤで
冬道はスタ yトレスタイヤで走行スピード控えめ

十分な車間距離をとり安全走行に努めましょう 。

(スパイ クタイヤ使用には10万円以下の罰金が科さ

れます)

。大型車については、平成 5年4月 1日より使用禁

止規定及び罰則規定が適用されます。

(保健環境諜)
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十
一
月
八
日
、
青
森
市
交
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
交
通

安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
、
交
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( ）場所 市民文化会館 2 階 	 ！ 

1 レ会費 1,500円（申し込みと同時に糸内 、 

1 	入くださいJ 	 く 

l レ申し込み締切 12月25日（金） 

I レ申し込み先 市総務課または五所川 

原商工会議所 	 1 

主催 五所川原市 	 I 
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く
る

み
園

を
尉
心
問
 

五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
 

（小
野
道
吏

パ
長
）
では
、
十

一
月
八
日
、
市
内
新
町
働
く
婦

人
の
家
で
、「一
干
一
世
紀
に
は

ば
た
く
、
心
ゆ
た
か
で
た
く
ま

し
い
子
を
育
て
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、『第
十
二
回
行
政
を

囲
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

P
T
A
、
学
校
、
市
役
所
の

関
係
者
、
お
よ
そ
五
十
人
が
参

加
。
学
校
週
五
日
制
の
導
入
な

ど
、
教
育
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
の
対
応
や
、
子
供
の

活
動
性
・
創
造
性
に
対
す
る
親

の
意
識
の
あ
り
方
な
ど
、
熱
心

な
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
 

小
山
内
助
役
は
、又
7、
市
と

し
て
は
、
地
域
づ
く
り
は
人
づ

く
り
の
理
念
を
第
一
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
子
供
の
こ
と
に
つ

い
て
、
P
T
A、
学
校
、
行
政

が
ー
つ
にな
っ
て
こ
の
よ
う
に

話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
は
、
 

本
当
に
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。」
 

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

各
学
校
、
P
T
Aか
ら
は
、
 

こ
れ
か
ら
冬
に
向
っ
て
の
子
供

の
安
全
な
通
学
路
確
保
の
問
題

等
に
つ
い
て
の
要
望
も
出
さ
れ
、
 

教
育
長
を
は
じ
め
、
各
部
の
部

長
は
、そ
の
ー
つ
ー
つ
に
対
し
、
 

行
政
と
し
て
の
、
具
体
的
な
対

策
を
回
答
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
短
歌
会

（
番場
允

映
会
長
）
で
は
、
十
一
月
八
日

市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
市

総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
 

第
三
十
二
回
の
県
下短
歌
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
県
下
よ
り
七
十

名
が
参
加
、
釜
落
教
育
長
の
歓
 

十

一
月
十
日
、
五
所
川
原
東

日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（小

野
潤
一
会
長
）
会員
三
十
名
は
、
 

う
ど
ん
、
果
物
、
パ
ン
な
ど
ご

ち
そ
う
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
く

る
み
園
を
慰
問
、
日
頃
鍛
え
た

カ
ラ
ォ
ケ
、
小
劇
、
珍
芸
（
へ

っ
ち
ょ
踊
り
）
な
ど
、
次
か
ら

次
へ
の
出
し
も
の
に
、
五
十
名

の
お
年
寄
り
達
は
、
も
う
、
爆

笑
つ
づ
き
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。
 

迎
の
こ
と
ば
に
続
き
、
宿
題
、
 

席
題
に
入
り
ま
し
た
。
 

一
位
市
長
賞
・
蘭
菊
賞
 

開
米
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枝
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h
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川
原
）
 

ニ
位
市
議
会
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長
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大
平
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子
（
青
森
）
 

三
位
市
教
育
長
賞
 

奈
良
弘
子
（
弘
前
）
 
 

通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
 

当
市
が
、
市
の
部
B
で
、
第
一

位
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
、
 

県
警
、
県
交
通
安
全
対
策
協
が

交
通
事
故
の
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い
、
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全
な
生

活
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に
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も
の
で
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、
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で
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で
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と
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笑
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笑
い
の
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平
成
四
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度
交
通

事
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東
日
流
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イ
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ラ
ブ
 

当
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部
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五
市
）
で
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一
位
 

第
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十
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回
県
下
短
歌
大
会
 

席
題
（刈
田
）
高
得
点の
歌
を紹
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し
ま
す
。
 

奈
良
 
弘
子
（
弘
 
前

）
 

丈
た
か
き
葦
原
と
ぎ
れ
秒
々
の
刈
田
の
風
は
刃
を
も
ち
て
吹
く
 

小
笠
原
俊
亮
（
五
所
川
原
）
 

街
な
か
に
残
る
刈
田
に
朝
日
さ
し
看
板
の
影
長
く
の
び
を
り
 

青
山
 
栄
治
（
五
所
川
原
）
 

雲
の
か
げ
刈
田
を
よ
ぎ
り
行
く
と
き
の
束
の
間
車
窓
に
歌
心
湧
く
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一心ゆたかで、
たくましい子に-

第12回「行政を囲む会」

市連合 PTA

五
所
川
原
市
連
合
P
T
A

(小
野
道
幸
会
長
)
で
は
、
十

一
月
八
日
、
市
内
新
町
働
く
婦

人
の
家
で
、
「
二
十

一
世
紀
に
は

ば
た
く
、
心
ゆ
た
か
で
た
く
ま

し
い
子
を
育
て
る
た
め
に
」
を

テ
l
マ
仁
、

『第
十
二
回
行
政
を

囲
む
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

P
T
A
、
学
校
、
市
役
所
の

関
係
者
、
お
よ
そ
五
卜
人
が
参

加
。
学
校
週
五
日
制
の
導
入
な

ど
、
教
育
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
の
対
応
や
、
子
供
の

活
動
性
・
創
造
性
に
対
す
る
親

の
意
識
の
あ
り
・
万
な
ど
、
熱
心

な
話
し
合
い
が
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き
ま
し
た
。

小
山
内
助
役
は
、
「
今
、
市
と

し
て
は
、
地
域
、
つ
く
り
は
人
づ

く
り
の
理
念
を
第

一
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
子
供
の
こ
と
に
つ

い
て
、

P
T
A
、
学
校
、
行
政

が

一
つ
に
な

っ
て
こ
の
よ
う
に

話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
は
、

本
当
に
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

各
学
校
、

P
T
A
か
ら
は
、

こ
れ
か
ら
冬
に
向

つ
て
の
子
供

の
安
全
な
通
学
路
確
保
の
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題

等
に
つ
い
て
の
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、

教
育
長
を
は
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め
、
各
部
の
部

長
は
、
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の
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つ
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に
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、
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の
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具
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的
な
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ま
し
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十
一
月
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日
、
五
所
川
原
東

日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(小

野
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一
会
長
)会
員
三
十
名
は
、

う
ど
ん
、
果
物
、
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ン
な
ど
ご

ち
そ
う
を
い
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ぱ
い
持
っ
て
く

る
み
園
を
慰
問
、
日
頃
鍛
え
た

カ
ラ
オ
ケ
、
小
劇
、
珍
芸
(
へ

っ
ち
ょ
踊
り
)
な
ど
、
次
か
ら

次
へ
の
出
し
も
の
に
、
五
十
名

の
お
年
寄
り
逮
は
、
も
う
、
爆

笑
つ
づ
き
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

第
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十
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回
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大
会

五
所
川
原
短
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会

(番
場
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迎
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と
ば
に
続
き
、
宿
題
、

映
会
長
)
で
は
、
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一
月
八
日
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に
入
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ま
し
た
。

市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
市
一

位
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長
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・
蘭
菊
賞
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化
祭
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て
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)
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県
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会
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位
市
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長
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開
催
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ま
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大
平
洋
子
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)
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会
に
は
、
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下
よ
り
七
十
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教
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賞

名
が
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加、

釜
沼
教
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の
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奈
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子
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)高
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の
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を
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介
し
ま
す
。
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亮
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の
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く
の
び
を
り
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栄

治

(五
所
川
原
)

雲
の
か
げ
刈
田
を
よ
ぎ
り
行
く
と
き
の
束
の
間
車
窓
に
歌
心
湧
く

平
成
四
年
度
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

当
市
は
、
市
の
部
B
(新
市
五
市
)
で
第
一
位

十

一
月
八
日
、
青
森
市
交
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
交
通

安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
、
交

通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

当
市
が
、
市
の
部
B
で
、
第

一

位
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
、

県
警
、
県
交
通
安
全
対
策
協
が

交
通
事
故
の
無
い
、
安
全
な
生

活
を
守
る
た
め
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
の
六
ヶ
月
問
、
事
故
件

数
の
少
な
い
市
町
村
を
表
彰
し

た
も
の
で
、
今
年
で
六
回
目
と

な
り
ま
す
。

市
の
部
A

(旧
三
市
)
で
は

八
戸
市
が
、
連
続
五
年
、
第

一

住
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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